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(57)【要約】
【課題】ロータとステータとの間に配置される隔壁を有
するモータにおいて、ロータの駆動用磁石の外周面に隔
壁を介して対向配置される磁気センサの感磁部と駆動用
磁石との径方向における相対位置精度を高めることが可
能なモータを提供する。
【解決手段】このモータでは、ロータとステータ５との
間に配置される隔壁１１ａは、円筒部１１ｂと、円筒部
１１ｂのＺ１方向端を塞ぐとともに回路基板が固定され
る底部１１ｃとを備えており、隔壁１１ａの外周面のＺ
１方向端には、傾斜面１１ｅが形成されている。絶縁部
材２５は、内側鍔部２５ａを備えており、内側鍔部２５
ａは、径方向における磁気センサ７の感磁部７ａの位置
を規制する位置決め部２５ｄを備えている。回路基板に
は、感磁部７ａが回路基板からＺ２方向側へ突出するよ
うに磁気センサ７の端子７ｂが実装されており、感磁部
７ａは、径方向において円筒部１１ｂと位置決め部２５
ｄとの間に配置されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動用磁石を有するロータと、駆動用コイルを有し前記ロータの外周側に配置されるス
テータと、前記ロータと前記ステータとの間に配置される略有底円筒状の隔壁を有する隔
壁部材と、前記ロータの軸方向における前記隔壁の外側で前記隔壁に固定される回路基板
と、前記隔壁を介して前記駆動用磁石の外周面に対向配置される感磁部を有する磁気セン
サとを備え、
　前記軸方向のうちの前記隔壁に対して前記回路基板が配置される方向を第１方向とし、
第１方向の反対方向を第２方向とすると、
　前記ステータは、絶縁部材と、前記絶縁部材を介して前記駆動用コイルが巻回される複
数の突極部を有するステータコアとを備え、
　前記ステータコアは、環状に形成される外周環部と、前記外周環部から前記ロータの径
方向の内側に向かって突出する複数の前記突極部とを備え、
　前記絶縁部材は、前記径方向における前記絶縁部材の内側部分を構成する内側鍔部を備
え、
　前記隔壁は、前記ロータと前記ステータとの間に配置される円筒状の円筒部と、前記円
筒部の第１方向端を塞ぐとともに前記回路基板が固定される円板状の底部とを備え、
　前記隔壁の外周面の第１方向端には、第１方向側に向かうにしたがって外径が次第に小
さくなる傾斜面が形成され、
　前記内側鍔部は、前記径方向における前記感磁部の位置を規制する位置決め部を備え、
　前記回路基板には、前記感磁部が前記回路基板から第２方向側へ突出するように前記磁
気センサの端子が実装され、
　前記感磁部は、前記径方向において前記円筒部と前記位置決め部との間に配置されてい
ることを特徴とするモータ。
【請求項２】
　前記径方向における前記位置決め部の内側面の、前記ロータの周方向の幅は、前記周方
向における前記感磁部の幅よりも広くなっていることを特徴とする請求項１記載のモータ
。
【請求項３】
　前記径方向における前記位置決め部の内側面は、前記軸方向から見たときの形状が前記
ロータの回転中心を曲率中心とする円弧状をなす曲面状に形成されていることを特徴とす
る請求項２記載のモータ。
【請求項４】
　前記位置決め部の第１方向側の端面の、前記径方向の内側端には、面取り部が形成され
ていることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のモータ。
【請求項５】
　前記径方向における前記位置決め部の内側面は、第２方向側に向かうにしたがって前記
径方向の内側へ向かうように傾斜する傾斜面となっていることを特徴とする請求項１から
４のいずれかに記載のモータ。
【請求項６】
　前記内側鍔部は、前記径方向に直交する平板状に形成され、
　前記位置決め部は、前記径方向における前記内側鍔部の内側面から突出する突出部を備
えることを特徴とする請求項１から５のいずれかに記載のモータ。
【請求項７】
　前記突出部の第１方向側の端面は、前記内側鍔部の第１方向側の端面と同一平面上に配
置されていることを特徴とする請求項６記載のモータ。
【請求項８】
　前記感磁部の第２方向側の端面の、前記径方向の内側端には、面取り部が形成されてい
ることを特徴とする請求項１から７のいずれかに記載のモータ。
【請求項９】
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　請求項１から８のいずれかに記載のモータと、前記ロータに取り付けられる羽根車とを
備え、
　前記隔壁部材によって、前記羽根車が配置されるとともに流体が通過するポンプ室の一
部が画定されていることを特徴とするポンプ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ロータとステータとの間に配置される隔壁を有するモータに関する。また、
本発明は、かかるモータを備えるポンプ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、羽根車およびロータが配置されるポンプ室と、ポンプ室の外側に配置されるステ
ータおよび回路基板とを備えるポンプ装置が知られている（たとえば、特許文献１参照）
。特許文献１に記載のポンプ装置では、ステータおよび回路基板とポンプ室との間に、ス
テータおよび回路基板の配置箇所への流体の流入を防止する隔壁が配置されている。ロー
タは、駆動用磁石を備えている。ステータは、略円筒状に形成されており、駆動用コイル
と、絶縁性部材を介して駆動用コイルが巻回されるステータコアとを備えている。ステー
タコアは、円環状の円環部と、円環部からロータの径方向の内側へ突出する複数の突極部
とを備えている。絶縁性部材は、ロータの径方向における内側に配置される内側絶縁部と
、径方向の外側に配置される外側絶縁部と、内側絶縁部と外側絶縁部とを繋ぐ連結絶縁部
とから構成されている。隔壁は、有底円筒状に形成されている。
【０００３】
　また、特許文献１に記載のポンプ装置では、回路基板は、平板状に形成されており、ス
テータの軸方向と回路基板の厚さ方向とが一致するように隔壁の底部に固定されている。
回路基板には、隔壁を介して駆動用磁石の外周面に対向配置される感磁部を有する磁気セ
ンサが実装されている。具体的には、感磁部が回路基板から突出するように磁気センサの
端子が回路基板に実装されており、感磁部は、ロータの周方向で隣り合う内側絶縁部の端
面の間に配置されている。特許文献１に記載のポンプ装置では、ロータとステータとによ
って三相ブラシレスモータが構成されている。また、磁気センサは、駆動用磁石の外周面
の磁極を検知することでロータの回転位置を検知する機能を果たしており、磁気センサで
の検知結果に基づいて駆動用コイルに供給される電流が制御されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－９２７３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載のポンプ装置では、駆動用磁石の外周面の磁極を検知する磁気センサ
の感磁部が隔壁を介して駆動用磁石の外周面に対向しており、隔壁の厚さ分、駆動用磁石
の外周面と感磁部との距離が遠くなっている。そのため、このポンプ装置では、感磁部の
配置位置がロータの径方向の外側へずれて、駆動用磁石の外周面と感磁部との距離がさら
に遠くなると、磁気センサによって駆動用磁石の外周面の磁極を適切に検知できなくなる
おそれがある。
【０００６】
　そこで、本発明の課題は、ロータとステータとの間に配置される隔壁を有するモータに
おいて、ロータの駆動用磁石の外周面に隔壁を介して対向配置される磁気センサの感磁部
と駆動用磁石との径方向における相対位置精度を高めることが可能なモータを提供するこ
とにある。また、本発明は、かかるモータを備えるポンプ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明のモータは、駆動用磁石を有するロータと、駆動用
コイルを有しロータの外周側に配置されるステータと、ロータとステータとの間に配置さ
れる略有底円筒状の隔壁を有する隔壁部材と、ロータの軸方向における隔壁の外側で隔壁
に固定される回路基板と、隔壁を介して駆動用磁石の外周面に対向配置される感磁部を有
する磁気センサとを備え、軸方向のうちの隔壁に対して回路基板が配置される方向を第１
方向とし、第１方向の反対方向を第２方向とすると、ステータは、絶縁部材と、絶縁部材
を介して駆動用コイルが巻回される複数の突極部を有するステータコアとを備え、ステー
タコアは、環状に形成される外周環部と、外周環部からロータの径方向の内側に向かって
突出する複数の突極部とを備え、絶縁部材は、径方向における絶縁部材の内側部分を構成
する内側鍔部を備え、隔壁は、ロータとステータとの間に配置される円筒状の円筒部と、
円筒部の第１方向端を塞ぐとともに回路基板が固定される円板状の底部とを備え、隔壁の
外周面の第１方向端には、第１方向側に向かうにしたがって外径が次第に小さくなる傾斜
面が形成され、内側鍔部は、径方向における感磁部の位置を規制する位置決め部を備え、
回路基板には、感磁部が回路基板から第２方向側へ突出するように磁気センサの端子が実
装され、感磁部は、径方向において円筒部と位置決め部との間に配置されていることを特
徴とする。
【０００８】
　本発明のモータでは、隔壁は、ロータとステータとの間に配置される円筒状の円筒部と
、円筒部の第１方向端を塞ぐとともに回路基板が固定される円板状の底部とを備えており
、隔壁を介して駆動用磁石の外周面に対向配置される磁気センサの感磁部が第２方向側へ
突出するように磁気センサの端子が回路基板に実装されている。また、本発明では、隔壁
の外周面の第１方向端に、第１方向側に向かうにしたがって外径が次第に小さくなる傾斜
面が形成されている。そのため、本発明では、磁気センサが実装された回路基板を第１方
向側から隔壁の底部に固定する際に、隔壁の傾斜面を利用して、磁気センサの端子の過剰
な湾曲を防止しつつ円筒部の外周側へ感磁部を円滑に案内することが可能になる。
【０００９】
　また、本発明では、径方向における絶縁部材の内側部分を構成する内側鍔部は、径方向
における感磁部の位置を規制する位置決め部を備えており、感磁部は、径方向において円
筒部と位置決め部との間に配置されている。そのため、本発明では、隔壁の傾斜面を利用
して円筒部の外周側に案内された感磁部を、円筒部の外周面と位置決め部とによって径方
向で精度良く位置決めすることが可能になる。したがって、本発明では、駆動用磁石の外
周面に隔壁を介して対向配置される磁気センサの感磁部と駆動用磁石との径方向における
相対位置精度を高めることが可能になる。
【００１０】
　本発明において、径方向における位置決め部の内側面の、ロータの周方向の幅は、周方
向における感磁部の幅よりも広くなっていることが好ましい。このように構成すると、モ
ータの特性等に応じて、ステータに対する感磁部の周方向の相対位置をずらすことが可能
になる。したがって、特性等の相違するモータに共通の絶縁部材を使用することが可能に
なり、絶縁部材の汎用性を高めることが可能になる。
【００１１】
　本発明において、径方向における位置決め部の内側面は、軸方向から見たときの形状が
ロータの回転中心を曲率中心とする円弧状をなす曲面状に形成されていることが好ましい
。このように構成すると、モータの特性等に応じてステータに対する感磁部の周方向の相
対位置をずらすことが可能となっていても、感磁部と駆動用磁石との径方向における相対
位置のずれを抑制して感磁部と駆動用磁石との径方向における相対位置精度を高めること
が可能になる。
【００１２】
　本発明において、位置決め部の第１方向側の端面の、径方向の内側端には、面取り部が
形成されていることが好ましい。また、本発明において、径方向における位置決め部の内
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側面は、第２方向側に向かうにしたがって径方向の内側へ向かうように傾斜する傾斜面と
なっていることが好ましい。このように構成すると、磁気センサが実装された回路基板を
第１方向側から隔壁の底部に固定する際に、径方向における円筒部と位置決め部との間に
感磁部が入り込みやすくなる。
【００１３】
　本発明において、たとえば、内側鍔部は、径方向に直交する平板状に形成され、位置決
め部は、径方向における内側鍔部の内側面から突出する突出部を備えている。この場合に
は、たとえば、内側鍔部が曲板状に形成されている場合と比較して、内側鍔部を容易に形
成することが可能になる。また、この場合には、内側鍔部が平板状に形成されていても、
突出部を利用して径方向における感磁部の位置を規制することが可能になる。
【００１４】
　本発明において、たとえば、突出部の第１方向側の端面は、内側鍔部の第１方向側の端
面と同一平面上に配置されている。
【００１５】
　本発明において、感磁部の第２方向側の端面の、径方向の内側端には、面取り部が形成
されていることが好ましい。このように構成すると、磁気センサが実装された回路基板を
第１方向側から隔壁の底部に固定する際に、径方向における円筒部と位置決め部との間に
感磁部が入り込みやすくなる。
【００１６】
　本発明のモータは、ロータに取り付けられる羽根車を備えるポンプ装置であって、隔壁
部材によって、羽根車が配置されるとともに流体が通過するポンプ室の一部が画定されて
いるポンプ装置に用いることができる。このポンプ装置では、駆動用磁石の外周面に隔壁
を介して対向配置される磁気センサの感磁部と駆動用磁石との径方向における相対位置精
度を高めることが可能になる。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のように、本発明では、ロータの駆動用磁石の外周面に隔壁を介して対向配置され
る磁気センサの感磁部と駆動用磁石との径方向における相対位置精度を高めることが可能
になる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態にかかるポンプ装置の断面図である。
【図２】図１に示すステータ、隔壁部材および磁気センサの斜視図である。
【図３】図２に示す磁気センサおよびインシュレータの斜視図である。
【図４】図１に示す隔壁への回路基板の固定方法を説明するための図である。
【図５】本発明の他の実施の形態にかかる位置決め部の構成を説明するための斜視図であ
る。
【図６】本発明の他の実施の形態にかかる位置決め部の構成を説明するための断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
【００２０】
　（ポンプ装置の全体構成）
　図１は、本発明の実施の形態にかかるポンプ装置１の断面図である。図２は、図１に示
すステータ５、隔壁部材１１および磁気センサ７の斜視図である。図３は、図２に示す磁
気センサ７およびインシュレータ２５の斜視図である。以下の説明では、図１の上側（Ｚ
１方向側）を「上」側とし、図１の下側（Ｚ２方向側）を「下」側とする。
【００２１】
　本形態のポンプ装置１は、キャンドポンプ（キャンドモータポンプ）と呼ばれるタイプ
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のポンプであり、羽根車２と、羽根車２を回転させるモータ３とを備えている。モータ３
は、三相のＤＣブラシレスモータである。このモータ３は、ロータ４と、ステータ５と、
モータ３を制御するための回路基板６と、ロータ４の回転位置を検知するための磁気セン
サ７とを備えている。羽根車２、ロータ４、ステータ５、回路基板６および磁気センサ７
は、モータ３の一部を構成するハウジング８と、ハウジング８の下部を覆うケース９とに
よって構成されるケース体の内部に配置されている。ハウジング８とケース９とは、図示
を省略するネジによって互いに固定されている。
【００２２】
　ケース９には、流体の吸入部９ａと、流体の吐出部９ｂとが形成されている。ケース９
の内部には、吸入部９ａから吸入された流体が吐出部９ｂに向かって通過するポンプ室１
０が形成されている。ハウジング８は、ロータ４とステータ５とを隔てるようにロータ４
とステータ５との間に配置される隔壁１１ａを有する隔壁部材１１と、隔壁部材１１の上
端側に固定されるカバー１２とを備えている。
【００２３】
　ロータ４は、回転軸１４と、駆動用磁石１５とを備えている。回転軸１４は、回転軸１
４の軸方向と上下方向とが一致するように配置されている。すなわち、上下方向は、ロー
タ４の軸方向である。駆動用磁石１５は、円筒状に形成されている。この駆動用磁石１５
は、磁石保持部材１６を介して回転軸１４の外周面に固定されている。駆動用磁石１５の
外周面には、駆動用磁石１５の円周方向においてＮ極とＳ極とが交互に着磁されている。
本形態では、１個のＮ極と１個のＳ極との２つの磁極が駆動用磁石１５の外周面に着磁さ
れている。
【００２４】
　回転軸１４の下端部には、羽根車２が固定されている。すなわち、羽根車２は、ロータ
４に取り付けられている。羽根車２は、ポンプ室１０の内部に配置されている。回転軸１
４の上端側は、軸受１７に回転可能に保持されている。軸受１７は、隔壁１１ａの上端側
に固定されている。回転軸１４の下端側は、軸受１８に回転可能に保持されている。軸受
１８は、隔壁１１ａの下端側に固定される軸受保持部材１９に保持されている。軸受１８
と軸受保持部材１９との間には、駆動用磁石１５の配置箇所への流体の流入を阻止するゴ
ム製のシール部材２０が配置されている。
【００２５】
　ステータ５は、駆動用コイル２３と、ステータコア２４と、絶縁部材としてのインシュ
レータ２５とを備えており、全体として筒状に形成されている。このステータ５は、隔壁
１１ａを介して、ロータ４の外周側に配置されている。また、ステータ５は、筒状に形成
されるステータ５の軸方向と上下方向とが一致するように配置されている。ステータ５の
具体的な構成については後述する。なお、以下の説明では、ロータ４およびステータ５の
径方向を「径方向」とし、ロータ４およびステータ５の周方向（円周方向）を「周方向」
とする。
【００２６】
　上述のように、隔壁部材１１は、隔壁１１ａを備えている。隔壁１１ａは、略有底円筒
状に形成されており、円筒部１１ｂと底部１１ｃとを備えている。円筒部１１ｂは、円筒
状に形成されている。この円筒部１１ｂは、駆動用磁石１５の外周面を覆うように配置さ
れており、径方向におけるロータ４とステータ５との間に配置されている。底部１１ｃは
、円筒部１１ｂの上端を塞ぐ円板状に形成されている。軸受１７は、底部１１ｃの下面に
固定され、軸受保持部材１９は、円筒部１１ｂの内周面の下端側に固定されている。
【００２７】
　底部１１ｃの上面には、隔壁部材１１に固定される回路基板６を位置決めするための位
置決め用突起１１ｄが上側へ突出するように形成されている。隔壁１１ａの外周面の上端
には、上側に向かうにしたがって外径が次第に小さくなる傾斜面１１ｅが形成されている
。すなわち、隔壁１１ａの外周面の上端には、テーパー状の傾斜面１１ｅが形成されてお
り、隔壁１１ａの上端側部分は、円錐台状となっている。
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【００２８】
　また、隔壁部材１１は、隔壁１１ａの外周側に配置される筒状の外筒部１１ｆと、円筒
部１１ｂの下端と外筒部１１ｆの下端とを繋ぐ底面部１１ｇとを備えている。外筒部１１
ｆは、たとえば、略円筒状に形成されている。外筒部１１ｆの高さ（上下方向の高さは）
、隔壁１１ａの高さよりも高くなっている。ステータ５は、径方向において円筒部１１ｂ
と外筒部１１ｆとの間に配置されている。
【００２９】
　底面部１１ｇは、円環状に形成されている。底面部１１ｇの下側は、ポンプ室１０とな
っており、底面部１１ｇによってポンプ室１０の一部が画定されている。すなわち、隔壁
部材１１によってポンプ室１０の一部が画定されている。底面部１１ｇは、ステータ５お
よび回路基板６の配置箇所へのポンプ室１０内の流体の流入を防止する機能を果たしてい
る。底面部１１ｇには、上側に向かって立ち上がる円柱状の突起１１ｈが形成されており
（図２参照）、突起１１ｈの先端部（上端部）は、位置決め用突起１１ｄとともに回路基
板６を位置決めする位置決め部となっている。なお、図１では、突起１１ｈの図示を省略
している。
【００３０】
　回路基板６は、ガラスエポキシ基板等のリジッド基板であり、平板状に形成されている
。この回路基板６は、回路基板６の厚さ方向と上下方向とが一致するように、駆動用コイ
ル２３、ステータコア２４およびインシュレータ２５よりも上側に配置されている。また
、回路基板６は、外筒部１１ｆの上端よりも下側に配置されている。また、回路基板６は
、位置決め用突起１１ｄ等によって位置決めされた状態で、底部１１ｃに固定されている
。すなわち、回路基板６は、底部１１ｃよりも上側で（すなわち、上下方向における隔壁
１１ａの外側）で隔壁１１ａに固定されている。本形態の上方向（Ｚ１方向）は、ロータ
４の軸方向のうちの隔壁１１ａに対して回路基板６が配置される方向である第１方向とな
っており、下方向（Ｚ２方向）は、第１方向の反対方向である第２方向となっている。
【００３１】
　磁気センサ７は、ホール素子である。この磁気センサ７は、駆動用磁石１５の外周面の
磁極を検知することでロータ４の回転位置を検知する機能を果たしている。上述のように
、モータ３は、三相のＤＣブラシレスモータであり、モータ３は、３個の磁気センサ７を
備えている。磁気センサ７は、略直方体状に形成される感磁部７ａと、感磁部７ａから伸
びる複数の端子（リード）７ｂとを備えている。この磁気センサ７は、回路基板６に実装
されている。具体的には、感磁部７ａが回路基板６から下側へ突出するように端子７ｂが
回路基板６に実装されている。また、上下方向から見たときにロータ４の回転中心に対し
て３個の磁気センサ７が１２０°ピッチで配置されるように、３個の磁気センサ７が回路
基板６に実装されている。なお、磁気センサ７は、ホール素子以外のものであっても良い
。
【００３２】
　感磁部７ａは、隔壁１１ａを介して駆動用磁石１５の外周面に対向配置されている。具
体的には、感磁部７ａの感磁面が、円筒部１１ｂを介して駆動用磁石１５の外周面に対向
配置されている。また、感磁部７ａは、円筒部１１ｂの上端側部分であって、かつ、傾斜
面１１ｅよりも下側の部分の外周側に配置されている。感磁部７ａの下端面の、径方向の
内側端には、面取り部７ｃが形成されている（図４参照）。すなわち、感磁部７ａの下端
面の、径方向の内側端は、径方向の内側に向かうにしたがって上側へ向かうように傾斜す
る傾斜面となっている。
【００３３】
　カバー１２は、扁平な略有底円筒状に形成されている。このカバー１２は、外筒部１１
ｆの内周面の上端側に固定されており、カバー１２の上端の開口を塞いでいる。すなわち
、カバー１２は、ステータ５および回路基板６を上側から覆っており、ステータ５および
回路基板６は、円筒部１１ｂ、外筒部１１ｆ、底面部１１ｇおよびカバー１２によって画
定される空間の中に配置されている。なお、円筒部１１ｂ、外筒部１１ｆ、底面部１１ｇ
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およびカバー１２によって画定される空間の内部に、樹脂封止部材が充填されていても良
い。
【００３４】
　（ステータの構成）
　上述のように、ステータ５は、駆動用コイル２３とステータコア２４とインシュレータ
２５とを備えている。また、ステータ５は、駆動用コイル２３の端部が電気的に接続され
る端子ピン（図示省略）を備えている。この端子ピンの下端側は、たとえば、インシュレ
ータ２５に固定されており、端子ピンの上端側は、回路基板６に半田付けされて固定され
ている。
【００３５】
　ステータコア２４は、磁性材料からなる薄い磁性板が積層されて形成された積層コアで
ある。このステータコア２４は、環状に形成される外周環部２４ａと、外周環部２４ａか
ら径方向の内側に向かって突出する複数の突極部２４ｂとを備えている。本形態のステー
タコア２４は、３個の突極部２４ｂを備えている。３個の突極部２４ｂは、等角度ピッチ
で形成されており、周方向において一定の間隔で配置されている。突極部２４ｂの先端部
分は、上下方向から見たときの形状がロータ４の回転中心を曲率中心とする円弧状をなす
曲面状に形成されている。
【００３６】
　インシュレータ２５は、絶縁性を有する樹脂材料で形成されている。このインシュレー
タ２５は、突極部２４ｂごとに取り付けられており、ステータ５は、３個のインシュレー
タ２５を備えている。また、インシュレータ２５は、両端に鍔部を有する鍔付きの筒状に
形成されており、筒状に形成されるインシュレータ２５の軸方向とステータ５の径方向と
が一致するように突極部２４ｂに取り付けられている。すなわち、インシュレータ２５は
、径方向におけるインシュレータ２５の内側部分を構成する内側鍔部２５ａと、径方向に
おけるインシュレータ２５の外側部分を構成する外側鍔部２５ｂと、内側鍔部２５ａと外
側鍔部２５ｂとを繋ぐ筒部２５ｃ（図３参照）とから構成されている。
【００３７】
　筒部２５ｃは、四角筒状に形成されている。筒部２５ｃには、駆動用コイル２３が巻回
されている。すなわち、駆動用コイル２３は、インシュレータ２５を介して突極部２４ｂ
に巻回されている。３個の突極部２４ｂに巻回される駆動用コイル２３への通電の切替は
、磁気センサ７での検知結果に基づいて行われる。内側鍔部２５ａおよび外側鍔部２５ｂ
は、径方向に直交する平板状に形成されるとともに四角環状に形成されている。内側鍔部
２５ａは、上下方向から見たときの形状が円弧状となる突極部２４ｂの先端部分を径方向
の外側から覆っている。外側鍔部２５ｂは、外周環部２４ａの一部分を径方向の内側から
覆っている。内側鍔部２５ａおよび外側鍔部２５ｂは、筒部２５ｃに巻回される駆動用コ
イル２３の巻崩れを防止する機能を果たしている。
【００３８】
　内側鍔部２５ａは、径方向における感磁部７ａの位置を規制する位置決め部２５ｄを備
えている。図３に示すように、位置決め部２５ｄは、内側鍔部２５ａの上端側に配置され
ている。また、位置決め部２５ｄは、周方向における内側鍔部２５ａの一端側に配置され
ている。すなわち、内側鍔部２５ａの、上端側かつ周方向における一端側の角部が位置決
め部２５ｄとなっている。位置決め部２５ｄは、径方向における内側鍔部２５ａの内側面
から突出する突出部２５ｅを備えている。また、位置決め部２５ｄには、径方向における
内側鍔部２５ａの内側面から窪む窪み部２５ｆが形成されている。
【００３９】
　突出部２５ｅは、上下方向から見たときの形状が略台形状となるように形成されている
。周方向における突出部２５ｅの一端面は、周方向における内側鍔部２５ａの一端面と同
一平面上に配置されている。突出部２５ｅの上端面は、内側鍔部２５ａの上端面よりも下
側に配置されている。突出部２５ｅの下端面は、筒部２５ｃの内周面の上面と同一平面上
に配置されている。窪み部２５ｆは、上下方向から見たときの形状が略三角形状となるよ
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うに形成されている。この窪み部２５ｆは、上下方向において、内側鍔部２５ａの上端面
と突出部２５ｅの下端面との間に形成されている。
【００４０】
　径方向における位置決め部２５ｄの内側面２５ｇは、径方向における突出部２５ｅの内
側面と径方向における窪み部２５ｆの内側面とから構成されている。この内側面２５ｇは
、曲面状に形成されている。具体的には、内側面２５ｇは、上下方向から見たときの形状
がロータ４の回転中心を曲率中心とする円弧状をなす曲面状に形成されている。また、内
側面２５ｇは、上下方向に対して傾斜していない垂直面となっている。
【００４１】
　周方向における内側面２５ｇの幅は、周方向における感磁部７ａの幅よりも広くなって
いる。具体的には、位置決め部２５ｄの、上下方向において突出部２５ｅが形成されてい
る範囲を下端側位置決め部２５ｈとし、径方向における下端側位置決め部２５ｈの内側面
（すなわち、径方向における突出部２５ｅの内側面、および、径方向における窪み部２５
ｆの内側面の、上下方向において突出部２５ｅが形成されている範囲）を下端側内側面２
５ｊとすると、周方向における下端側内側面２５ｊの幅は、周方向における感磁部７ａの
幅よりも広くなっている。
【００４２】
　位置決め部２５ｄの上端面の、径方向の内側端には、面取り部２５ｋが形成されている
。すなわち、突出部２５ｅの上端面の径方向の内側端と、位置決め部２５ｄの、窪み部２
５ｆが形成されている部分の上端面の径方向の内側端とには、面取り部２５ｋが形成され
ており、位置決め部２５ｄの上端面の、径方向の内側端は、上側に向かうにしたがって径
方向の外側に向かうように傾斜する傾斜面となっている。なお、本形態では、位置決め部
２５ｄの上端面の、径方向の内側端以外の部分にも、面取り部が形成されている。
【００４３】
　上述のように、感磁部７ａは、隔壁１１ａを介して駆動用磁石１５の外周面に対向配置
されている。具体的には、感磁部７ａは、径方向において円筒部１１ｂと位置決め部２５
ｄとの間に配置されている。より具体的には、感磁部７ａは、径方向において、円筒部１
１ｂの上端側かつ傾斜面１１ｅよりも下側の部分の外周面と、下端側内側面２５ｊとの間
に配置されている。また、感磁部７ａは、突極部２４ｂの先端部分の上面に載っている。
【００４４】
　（回路基板の固定方法）
　図４は、図１に示す隔壁１１ａへの回路基板６の固定方法を説明するための図である。
【００４５】
　磁気センサ７が実装された状態の回路基板６は、ステータ５が取り付けられた状態の隔
壁部材１１の隔壁１１ａに固定される。隔壁１１ａに回路基板６を固定する前には、図４
（Ａ）に示すように、磁気センサ７の下端側（感磁部７ａ側）が磁気センサ７の上端側（
回路基板６に実装される端子７ｂの上端側）よりも径方向の内側に配置されるように、端
子７ｂを若干、径方向の内側に曲げる。
【００４６】
　その後、ステータ５が取り付けられた状態の隔壁部材１１の上方から、回路基板６を、
位置決め用突起１１ｄおよび突起１１ｈによって位置決めされるまで下げていく。回路基
板６を下げていくと、図４（Ｂ）の実線で示すように、感磁部７ａの下端面の径方向の内
側部分が隔壁１１ａの傾斜面１１ｅに接触して、感磁部７ａが径方向の外側へ移動するよ
うに端子７ｂが弾性変形する。端子７ｂは、円筒部１１ｂの外周側の、傾斜面１１ｅの下
側部分に感磁部７ａの下端が到達するまで径方向の外側へ弾性変形する（図４（Ｂ）の二
点鎖線参照）。感磁部７ａは、弾性変形する端子７ｂによって径方向の内側に付勢されて
おり、円筒部１１ｂの外周面に接触する。すなわち、感磁部７ａは、円筒部１１ｂの外周
面に対して隙間のない状態で配置される。
【００４７】
　位置決め用突起１１ｄおよび突起１１ｈによって位置決めされるまで回路基板６が下が
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ると、感磁部７ａは、図４（Ｂ）の破線で示すように、径方向において円筒部１１ｂと下
端側内周面２５ｊとの間に配置される。この状態で、位置決め用突起１１ｄおよび突起１
１ｈの先端部を加熱しながら潰して隔壁１１ａに回路基板６を溶着固定する。あるいは、
図示を省略するネジ等によって、隔壁１１ａに回路基板６を固定する。
【００４８】
　（本形態の主な効果）
　以上説明したように、本形態では、隔壁１１ａの外周面の上端にテーパー状の傾斜面１
１ｅが形成されており、磁気センサ７が実装された状態の回路基板６を上側から隔壁１１
ａに固定する際に、磁気センサ７の感磁部７ａは、傾斜面１１ｅに接触し、傾斜面１１ｅ
に沿って、円筒部１１ｂの外周側の、傾斜面１１ｅの下側部分まで案内されている。その
ため、本形態では、磁気センサ７が実装された回路基板６を上側から隔壁１１ａに固定す
る際に、上側から磁気センサ７を見ることはできないが、傾斜面１１ｅを利用して、磁気
センサ７の端子７ｂの過剰な湾曲を防止しつつ円筒部１１ｂの外周側へ感磁部７ａを円滑
に案内することが可能になる。
【００４９】
　また、本形態では、インシュレータ２５の内側鍔部２５ａに、径方向における感磁部７
ａの位置を規制する位置決め部２５ｄが形成されており、感磁部７ａは、径方向において
円筒部１１ｂと位置決め部２５ｄとの間に配置されている。そのため、本形態では、傾斜
面１１ｅに沿って円筒部１１ｂの外周側に案内された感磁部７ａを円筒部１１ｂと位置決
め部２５ｄとによって径方向で精度良く位置決めすることが可能になる。したがって、本
形態では、駆動用磁石１５の外周面に隔壁１１ａを介して対向配置される感磁部７ａと駆
動用磁石１５との径方向における相対位置精度を高めることが可能になる。
【００５０】
　また、本形態では、径方向において円筒部１１ｂと位置決め部２５ｄとの間に感磁部７
ａが配置されているため、円筒部１１ｂ、外筒部１１ｆ、底面部１１ｇおよびカバー１２
によって画定される空間の内部に樹脂封止部材が充填される場合には、樹脂封止部材を充
填する際の感磁部７ａの位置ずれを抑制することが可能になる。
【００５１】
　本形態では、位置決め部２５ｄの上端面の、径方向の内側端に面取り部２５ｋが形成さ
れている。また、本形態では、感磁部７ａの下端面の、径方向の内側端に面取り部７ｃが
形成されている。そのため、本形態では、磁気センサ７が実装された回路基板６を上側か
ら隔壁１１ａに固定する際に、径方向における円筒部１１ｂと位置決め部２５ｄとの間に
感磁部７ａが入り込みやすくなる。
【００５２】
　本形態では、位置決め部２５ｄの内側面２５ｇの周方向の幅は、周方向における感磁部
７ａの幅よりも広くなっている。そのため、本形態では、モータ３の特性等に応じて、ス
テータ５に対する感磁部７ａの周方向の相対位置をずらすことが可能になる。したがって
、本形態では、特性等の相違するモータ３に共通のインシュレータ２５を使用することが
可能になり、その結果、インシュレータ２５の汎用性を高めることが可能になる。また、
本形態では、内側面２５ｇは、上下方向から見たときの形状がロータ４の回転中心を曲率
中心とする円弧状をなす曲面状に形成されているため、ステータ５に対する感磁部７ａの
周方向の相対位置をずらすことが可能となっていても、感磁部７ａと駆動用磁石１５との
径方向における相対位置のずれを抑制して感磁部７ａと駆動用磁石１５との径方向におけ
る相対位置精度を高めることが可能になる。
【００５３】
　本形態では、内側鍔部２５ａは、径方向に直交する平板状に形成されている。そのため
、本形態では、内側鍔部２５ａが曲板状に形成されている場合と比較して、内側鍔部２５
ａを容易に形成することが可能になる。また、本形態では、位置決め部２５ｄは、径方向
における内側鍔部２５ａの内側面から突出する突出部２５ｅを備えているため、内側鍔部
２５ａが平板状に形成されていても、突出部２５ｅを利用して径方向における感磁部７ａ
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の位置を規制することが可能になる。
【００５４】
　（他の実施の形態）
　上述した形態は、本発明の好適な形態の一例ではあるが、これに限定されるものではな
く本発明の要旨を変更しない範囲において種々変形実施が可能である。
【００５５】
　上述した形態では、突出部２５ｅの上端面は、内側鍔部２５ａの上端面よりも下側に配
置されているが、図５に示すように、突出部２５ｅの上端面は、内側鍔部２５ａの上端面
と同一平面上に配置されていても良い。また、上述した形態では、位置決め部２５ｄの内
側面２５ｇは、上下方向に対して傾斜していない垂直面となっているが、内側面２５ｇは
、図６に示すように、下側に向かうにしたがって径方向の内側へ向かうように傾斜する傾
斜面となっていても良い。この場合には、磁気センサ７が実装された回路基板６を上側か
ら隔壁１１ａに固定する際に、径方向における円筒部１１ｂと位置決め部２５ｄとの間に
感磁部７ａが入り込みやすくなる。なお、図５、図６では、上述した形態と同一の構成に
対して同一の符号を付している。
【００５６】
　上述した形態では、内側鍔部２５ａは、径方向に直交する平板状に形成されており、径
方向における内側鍔部２５ａの外側面は、径方向に直交する平面状に形成されているが、
径方向における内側鍔部２５ａの外側面は、上下方向から見たときの形状がロータ４の回
転中心を曲率中心とする円弧状をなす曲面状に形成されていても良い。この場合には、位
置決め部２５ｄは、突出部２５ｅを備えていなくても良い。また、この場合には、位置決
め部２５ｄに窪み部２５ｆが形成されていなくても良い。また、上述した形態では、位置
決め部２５ｄの内側面２５ｇの周方向の幅は周方向における感磁部７ａの幅よりも広くな
っているが、内側面２５ｇの周方向の幅が周方向における感磁部７ａの幅と等しくても良
い。
【００５７】
　上述した形態では、ステータコア２４は、３個の突極部２４ｂを備えているが、ステー
タコア２４が有する突極部２４ｂの数は、４個以上であっても良い。なお、ステータコア
２４が有する突極部２４ｂの数が多くなると、周方向における突極部２４ｂ間の間隔が狭
くなるため、周方向および径方向における感磁部７ａの位置は自動的に決まりやすくなる
。これに対して、上述した形態のように、突極部２４ｂの数が３個であると、周方向にお
ける突極部２４ｂ間の間隔が広くなるため、周方向および径方向における感磁部７ａは自
動的には決まりにくくなる。したがって、突極部２４ｂの数が少ない場合の方が、位置決
め部２５ｄがより有効に機能する。
【００５８】
　上述した形態では、感磁部７ａは、突極部２４ｂの先端部分の上面に載っているが、径
方向における内側鍔部２５ａの内側面に、感磁部７ａが載る凸部が形成されても良い。ま
た、上述した形態において、位置決め部２５ｄの内側面２５ｇに、周方向における感磁部
７ａの位置を規制する凸部が形成されても良い。また、上述した形態では、モータ３は、
ポンプ装置１に使用されているが、モータ３は、ポンプ装置１以外に使用されても良い。
【符号の説明】
【００５９】
　１　ポンプ装置
　２　羽根車
　３　モータ
　４　ロータ
　５　ステータ
　６　回路基板
　７　磁気センサ
　７ａ　感磁部
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　７ｂ　端子
　７ｃ　面取り部
　１０　ポンプ室
　１１　隔壁部材
　１１ａ　隔壁
　１１ｂ　円筒部
　１１ｃ　底部
　１１ｅ　傾斜面
　１５　駆動用磁石
　２３　駆動用コイル
　２４　ステータコア
　２４ａ　外周環部
　２４ｂ　突極部
　２５　インシュレータ（絶縁部材）
　２５ａ　内側鍔部
　２５ｄ　位置決め部
　２５ｅ　突出部
　２５ｇ　内側面
　２５ｋ　面取り部
　Ｚ１　第１方向
　Ｚ２　第２方向

【図１】 【図２】
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